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Bulletin of the Japanese Society of Scientific Fisheries 42(1) 91-99 (1976)

サ ケ 科 魚 類 の 腸 内 細 菌 叢 に 関 す る 研 究-I

 飼 育 魚 の 腸 内 細 菌 数 と細 菌*1

吉 水 守 ・木 村 喬 久 ・坂 井 稔

(1975年10月6日 受理)

Studies on the Intestinal Microfiora of Salmonids-I. 

The Intestinal Microflora of Fish Reared in Fresh Water and Sea Water

Mamoru YOSHIMIZU,*2 Takahisa KIMURA*2, and Minoru SAKAI*2

Viable counts were determined seasonally on the intestinal contents of 22 masu
 salmon (Oncorhynchus masou) and 10 king salmon (Oncorhynchus tschawytscha) reared
 in fresh water and sea water, and on these ambient waters. Two kinds of media,
 fresh- and sea-water based media, were put in parallel. Over 1600 strains were
 isolated from the above samples. The composition of the microflora was determined
 according to the scheme of SHEWAN et. al. (1960).
The results are summarized as follows:
1) The number of viable bacteria in both fresh and sea breeding waters was
 about 103 per milliliter with no observed seasonal variation. The composition of
 the microflora mainly included the genera Flavobacterium/Cytophaga, Achromobacter 
and Pseudomonas.
2) The number of viable bacteria in the intestinal contents of salmon ranged
 from 104 to 107 per gram. The intestinal microflora was comparatively simpler than
 that of the ambient water, and the floras of fresh- and sea-water reared salmon
 were quite different. The principal genera in the intestinai contents of fresh water
 reared salmon was genus Aeromonas and the family Enterobacreriaceae, While that
 of sea water reared salmon consisted mainly of the genus Vibrio.

魚類の腸内細菌叢については,魚 の腐敗や人畜由来の腸内細菌による汚染など主として食品衛生的観点か

ら,ま た魚類の生理,疾 病に関連 して,古 くから研究が行われている。魚類の消化管特に腸管内には多数の

細菌が存在することが知られているが,1-21)そ の細菌叢は体表 ・鰓などの細菌叢と異なり,特 定の優勢種が

認められるという報告が多く,22-27)一方魚類は固有の正常腸内細菌叢を有しないという見解も古くから支持

されている。28-32)しか し一般にこの種の研究には断片的なものが多 く,正 常腸内細菌叢の実態,優 勢種出現

の機構およびその来源,さ らにそれ らの生体に及ぼす影響などについては未だ明確でない点が多い。33-38)

魚類の正常腸内細菌叢を明らかにすることは,そ の生理的意義を明らかにする上に,ま た魚類の疾病研究

においてもきわめて重要と考えられる。このような見地から著老らは冷水域における重要な養殖魚類である

広塩魚のサケ科魚類の降海および溯河の過程を含む一連の生活環中における腸内細菌叢の実態並びに変遷を

知 り,腸 内細菌叢の魚類の生理に及ぼす影響を知ることを目的に,ま ず本報では淡水および海水飼育魚の腸

内細菌叢と飼育環境水の細菌叢について観察を行い比較検討 したので,そ の結果について報告する。

*1 本 研究 の大 要 は昭和48年4月 の 日本 水産 学会 春 季大 会 にお い て発 表 した 。
*2 北海 道大 学水 産 学部 微生 物 学講 座(Lab . Microbiol., Fac. Fish., Hokkaido Univ., Hakodate,

 Hokkaido, Japan)
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実験材料および方法

飼育環境水: Fig. 1に 示す北海道立水産孵化場・森支場(以 下森ふ化場と略す)に おいて, 1971年7月

から1972年6月 の間に8回,そ れぞれ 飼育用水路の2点(A・B地 点)お よび3飼 育池(8・9・10号 池)

か ら計5試 料,ま た1971年10月,同孵 化場 ・忍路湾実験飼育場において,湾 口および湾内生簀の外側と内

側の計3海 水試料を滅菌フラスコおよびJZ式 採水器を用いて無菌的に採取 ・氷蔵して研究室に持ち帰 り直

ちに実験に供した。なお運搬に要した時間は前者が約1時 間,後 者は約4時 間である。

供試魚:森 ふ化場において1971年7月 から1972年7月 までの間に計7回,淡 水飼育中の健康なサクラ

マス(Oncorhynchus mason) 1年 魚およびマスノスケ(Oncorhynchus tschawytscha) 1年 魚(平 均体長19.0

cm,平 均体重88.3g)計27尾 および1971年10月,前 年度森ふ化場より忍路湾飼育場に移殖し,生簀 で海

水飼育中のマスノスケ2年 魚(平 均体長38.4cm,平 均体重997.0g) 5尾 を捕獲直後即殺 ・氷蔵して研究

室に持ち帰り直ちに実験に供 した。

基礎培地および培養条件:予 め2, 3の 試料について実施した培養条件の検討結果を参考にして, Table

 1に 示す淡水培地と海水培地を供試し,好 気的条件下で25℃ ・5日間の培養を行つた。

生菌数の測定および供試菌株の分離:腸 内容物は本研究の初期(1972年1月 まで)に は魚体表面,特 に

腹部総排泄口周囲をアルロールで消毒後,腹 部を圧 して排泄口より採取したが,以 後は体表面を同様に消毒

Fig. 1. Sampling station at Mori Branch and Oshoro Bay Culture Station

 of Hokkaido Fish Hatchery.



後開腹し幽門部末端から排泄口の手前1cmの 部位

までの腸管を摘出して,そ の内容物を無菌的に採取

した。腸内容物および飼育環境水のうち,淡 水由来

および淡水試料は生理的食塩水,海 水由来および海

水試料は人工海水を用いてそれぞれ10倍 希釈法に

よる希釈液列を作製し,各 希釈液0.2mlを 平板培

地面に塗抹し, 25℃ ・5日間培養後,発 生集落数を

常法により算出し,腸 内容物では湿重量1g当 り,

水試料では1ml当 りの細菌数で示した。菌株の分

離は,各 検体の最適希釈平板の一定面積中の全集落

(約30個 宛)を 釣菌し,純 培養を繰返して供試分離

菌株を得た。
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Tsble 1, Composition of the medium used

FWA*1
 (g) 

SWA*2
 (g)

Polypepton (Daigo) 5.0 5.0
Beef extract (Kyokuto) 2.5 2.5
Yeast extract (Daigo) 2.5 2.5
K2HPO4 0.2 0.2
MgSO4 0.05
Glucose 1.0 1.0
NaCl 5.0 -
Agar (Kyokuto) 15.0 15.0
distilled water 1000ml 250ml
artificial sea water*3 - 750ml

Adjusted to pH. 7.5 7.8

cf. *1: fresh water agar,
*2: sea wgter agar
*3: HERBST's artifical sea water (composi

tion: g/100ml; NaCl 3.0, KCl 0.07,

 MgSO4 0.26, MgCl2 0.5, CaSO4 0.1)

分離菌株の分類:分 離菌株は下記の各種性状の

検査を行い, SHEWAN et. al.の方法39)に準拠して

genusレ ベルの分類を行つた。

形態学的性状検査:菌 株の由来により,淡 水あ

るいは海水培地で25℃ ・24～48時間培養した菌体

について,常 法通 りグラム染色性,菌 型,運 動性,

鞭毛の有無を観察 した。

生 化学 的 性状 検査:前 記 同様 の培 養菌 体を 供試 し,グ ルコー ス の酸化 発酵 性 につ い ては 淡 水 由来 株 は

HUGH and LHIFSON,40)海 水 由来 株はLELFSONの 方法41)に よ り,ま た チ トク ローム オキ シ ダー ゼ 活 性 は

KOVAC'sの 方法42)に よ り観察 した。 さ らにgenus Vibrioの 検 索 にはVibrio static compound. 0/129

感 受性 試験 を 行つ た。

結 果

生菌 数　 森 ふ化場 の飼育 用水,飼 育 池水 お よび忍 路湾 飼育 場 の海 水 の生菌 数 を採 水年 月日,水 温,水 深,

気温 と共 にTable 2に 示 した 。

森ふ 化場 の飼 育用水 お よび 飼 育池 水 の生菌 数 は1971年7月 よ り1972年6月 に至 る周年, 103/ml (淡 水 培

地)の オ ーダ ーでほ とん ど季節 的 変動 は 認め られ ず, 1970年10月 に おけ る忍路 湾飼 育場 の生菌 数 も103/ml

 (海水 培地)の オ ーダ ーであ つ た。 また 淡水 試料 の海水 培 地,海 水 試 料 の淡 水培 地 に おけ る生菌 数 は い ず れ

の場 合 も上述 の生 菌数 よ り少 な く算 出 され た。

次 に飼 育魚 の腸 内容 物 の生菌 数 な捕 獲年 月日,魚 種,体 重,体 長 と共 にTable 3に 示 した。

淡 水(森 ふ化 場)飼 育魚 の腸 内容 物 の生 菌数 は,　104～107/g (淡水培 地)の範 囲 で,か な り個 体 差が み ら

れ,季 節的 変動 も明確 でなか つ た。 また海 水(忍 路湾 飼 育場)飼 育 魚 の場合 では, 1971年10月 の み の観 察

結果 であ るが, 103～105/g (海水 培 地)の 程 度 で あつ た。

細菌 叢　 飼 育環 境水 お よび 飼育 魚 の腸 内容 物 か ら前述 の方 法 で分離 した1609株 よ り継 代不 能 株を 除 い

た1361株 につ いて, Fig. 2に示 すSHEWAN et. at.の 方 法 に準拠 してgenusレ ベ ルの分 類 を行 つ た 。

そ の結果 を 分離菌 株数 に 対す る各genusの 出現率(百 分率)で 示 す とTebte 4, Table 5お よびTable 6

の ご と くであ る。

Table 4に み られ る よ うに,飼 育環 境 水 の う ち 森 ふ化 場 飼育 用水 の細菌 叢 の主 体 は周 年genus Flavo

bacterium/Cytophaga, Pseudomonasお よびAchromobacrer等 で,季 節的 に は 冬 期間 に お い てgenus

 Pseudomonasの 割 合 が増 加 し, genus Aeromonasは 全 く,ま たfamily Enterobacteriaceaeも ほ とん ど検 出

され な かっ た 。一方 飼 育 池水 の 細菌 叢 の主 体は 飼 育用 水 とほぼ 同様 で あ るが,冬 期 間 で もgenus Aeromonas
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Table 2. Viable counts in fresh water of Mori Hatchery and sea water of Oshoro

 Bav Culture Station

Place  Sampling date 
Atmos. Temp.*1 

(min-max)

 (℃) 

Position 
Depth

 (m) 

Water

temp.

 (℃)

 Viable

 (FWA)*2

 Counts/ml

 (SWA)*3

Mori  9, July '71 18.1-24.1  A 0 12.7 5.2×103 1.4×103

B 13.0 4.4×103 8.0×102

p-8*4 0 13.5 3.8×103 7.5×102p
-9 13.6 4.6×103 4.0×103

p-10 13.6 5.7×103 8.5×102

3, Sep. '71 12.9-23.8  A 0 13.5 3.6×103 8.7×102

B 13.8 4.1×103 3.1×102

p-8 0 15.6 2.0×103 3.0×102p
-9 14.5 3.9×103 1.3×10

p-10 15.0 - -

10, Nov. '71 1.4-10.3  A 0 9.2 4.8×103 4.2×102

B 10.7 3.2×103 2.7×102

p-8 0 9.8 4.8×103 4.2×102p
-9 10 .8 4.4×103 2.2×102

p-10 10.6 9.7×103 2.5×102

9, Dec. '71 -3.4- 1.4  A 0 7.8 3.9×103 1.9×102

B 9.5 2.4×103 1.4×102

p-8 0 8.0 4.2×103 7.0×102p
-9 9.7 4 .3×103 3.8×101

p-10 9.2 3.2×103 3.5×101

26, Jan. '72 -8.7- 0.8  A 0 6.2 6.6×103 6.4×102

B 8.6 4.0×103 3.4×102

p-8 0 6.4 8.5×103 1.7×102p
-9 8 .6 2.2×103 2.2×102

p-10 7.5 2.7×10 1.9×10

17, Apr. '72 -3.1-17.8  A 0 11.7 3.4×103 -

B 11.4 4.0×103 -

18, May. '72 10.0-17.1  A 0 11.9 5.1×103 -

B 13.0 4.9×103 -

22, June '72 15.0-19.1  A 0 12.9 4.6×108 -

B 13.3 5.5×103 -

Oshoro  30, Oct. '71 -  C 0 14.2 2.4×103 9 .6×103

15 14.6 1.0×102 4.1×102

D 0 14.2 8.9×102 1.5×103

9 15.2 1.0×102 3.0×103

E 0 14.2 9.0×102 2.0×103

5 14.8 7.3×102 1.6×103

cf. *1: atmospheric temperature,
*2: fresh water agar ,
*3: sea water agar,

*4: pond No .
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Table 3. Viable counts in intestinal contents of salmon reared in Mori Hatchery

 and in Oshoro Bay Culture Station

Place Fish
 No.
 Sampling date Fish species

 Body 
length 

(cm)

 Body
 weight(g)

 Viable counts/g. 
intent. cont.*1

(FWA)*2 (SWA)*3

Mori  1 16, July '71 O. m.*4 15.0 29.5 1.4×105 5.4×103

2 18.8 61.0 - 2.2×103

3 3, Sep. '71 O. m. 21.0 103.7 3.6×105 1.1×10

44 21.0 96.6 8.4×104 4.0×103

5 13, Oct. '71 O. t.*5 13.5 38.3 1.9×104 5.9×103

6 16.5 46.1 6.8×107 4.4×107

7 15.0 30.0 3.4×106 6.2×106

8 19.0 62.4 1.2×104 -

9 17.5 53.4 1.8×107 5.8×106

10 17, Apr. '72 O. m. 18.0 68.1 9.3×104 -

11 18.5 84.1 1.4×105 -

12 18.9 71.3 2.3×10 -

13 18.0 71.3 1.2×104 -

14 19.0 99.0 6.3×104 -

15 18, May '72 O. m. 21.5 140.0 1.5×107 -

16 21.0 132 .0 6.8×108 -

17 24.0 187.0 4.8×104 -

18 20.0 101.0 1.9×105 -

19 21.5 142 .0 1.6×105 -

20 21.0 100.0 8.0×106 -

21 22, June '72 O. m. 24.0 200.0 1.5×106 -

22 25.5 215.0 1.1×105 -

23 7, July '72 O. m. 15.0 39.0 5.5×105 -

24 16.5 50.0 3 .4×106 -

25 18.0 58 .0 1.0×106 -

26 18.5 58.0 3.3×107 -

27 15.5 38.0 7 .4×104 -

Oshoro  28 30, Oct. '71 O. t. 35.0 885 2.8×103 3 .5×105

29 39.5 865 3 .3×103 2.6×104

30 44.0 1300 6.4×103 8 .7×103

31 38.5 1150 3.0×102 4 .0×103

32 35.0 785 2.3×103 9.4×105

cf. *1: viable counts/g. intestinal contenfs,

*2: fresh water agar,

*3: sea water agar ,
*4: Oncorhynchus masou; masu salmon ,
*5: Oncorhynchus tschawytscha; king salmon .



お よびfamily Enterobacteriaceaeに 属 す る菌 株 が若 干 検出 され た。
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Table 4. Generic distribution of organisms isolated from fresh water of Mori

 Hatchery and sea water of Oshoro Bay Culture Station

な3.唄
b

∈i

b

oU

-
a

Place and media

Sampling date
Position
Micrococcus

CoryneformsAchromobacterFlavobacterium/CytophagaEnterobacteriaceaePseudomonas

MicrococcusCoryneformsAchromobacterFlavobacterium/CytophagaPseudomonasVibrioAeromonasYeast

No. of the isolates

Mori
 (FWA)*1 

9, July '71 A % 0 14 3 35 10 17 0 21 0 29

A 5 13 24 20 7 14 0 16 2 68

3, Sep. '71 A % 17 7 7 31 17 17 0 4 0 29

B 4 0 14 28 32 11 0 7 0 28

9, Dec. '71 A % 6 6 6 44 13 25 0 0 0 16

B 7 7 7 36 0 43 0 0 0 14

26, Jan. '72 A % 0 11 35 18 0 36 0 0 28
17, Apr. '72 A % 5 0 26 37 0 11 0 16 0 19

9, July '71 p-8 % 8 8 38 8 19 15 0 4 0 26

p-9 4 0 16 12 4 28 0 36 0 25

p-10 6 13 13 39 3 10 0 16 0 31

3, Sep. '71 p-8 % 4 0 12 54 11 0 0 19 0 26

p-9 0 8 16 36 20 0 0 20 0 25

9, Dec. ,71 p-10 % 0 0 24 28 14 29 0 5 0 21

Oshoro 

(SWA)*2

 30, Oct. '71 C % 0 26 26 21 0 26 0 0 0 1 19

E 17 4 30 13 22 9 4 0 0 23

Average

Mori. water to pond % 5 9 18 28 11 19 0 10 0 231

water in pond 4 5 19 30 12 13 0 17 0 154
Oshoro. sea water 9 14 29 17 12 17 2 0 0 42

cf. *1: fresh water agar
*2: sea water agar

次に 忍路 湾 飼育 場 の海 水 ではgenus Achromobacter, Flavobacterium/Cytophagaお よびPseudomonas

が 細 菌 叢 の主 体 を占 め る こ とは森 ふ 化 場 の淡水 の場合 と同様 で あつ た が,淡 水 由来菌 株 中 には 全 く検 出 され

なか つ たgenus Vibrioに 属す 菌 株 が若 干検 出 され た。

Table 5に 示 す飼 育 魚 の腸 内容 物 由来菌 株 の分類 結果 は,前 述 の飼 育 環 境水 の細 菌 叢 とは趣 きを異 に し,

水 試 料 にお い て主 体 を占 め たgenus Achromobacter, Flavobacterium/Cytophagaお よびPseudomonas

等 は ほ とん ど検 出 され ず,淡 水飼 育 魚 の場 合 はgenus Aeromonasとfamily Enterobacteriaceaeが,ま

た海水 飼 育 魚 の場合 に はgenus Vibrioが 高 率 に検 出 され,淡 水 飼 育 魚 と海 水 飼 育 魚 の間 に きわめ て特 微的

な 相 違が 観 察 され た。
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Table 5. Generic distribution of organisms isolated from intestinal contents of
 salmon reared in Mori Hatchery and in Oshoro Bay Culture Station

Place and media

Sampling date

Fish No.

Micrococcus
CoryneformsAchromobacter

MicrococcusCoryneforms

Achyomobacter

Flavobacterium/Cytophaga

EnterobacteriaceaePseudomonasV

ibrio

Aeromonas
Yeast

No. of the isolates

Mori

 (FWA)*1

 16, July '71 1 % 0 0 4 0 0 0 0 96 0 28

2 0 8 0 0 0 0 0 92 0 13

8, Sep. '71 3 % 0 0 0 0 22 0 0 78 0 30
4 0 0 10 0 0 0 0 90 0 27

13, Oct. '71 5 % 4 83 0 4 0 0 0 5 4 23

6 1 0 0 11 0 89 0 0 0 0 1 27

7 19 7 8 0 35 0 0 32 0 26

8 0 3 0 0 0 0 0 97 0 22

9 0 5 0 0 63 0 0 32 0 30

17, Apr. '72 10 % 7 24 14 3 3 0 0 49 0 291
1 0 0 7 0 4 0 0 89 0 27

14 0 33 27 0 0 0 0 40 0 30

18, May '72 15 % 0 0 0 0 0 0 0 100 0 30
18 3 0 3 0 0 0 0 94 0 30

19 0 0 18 0 0 0 0 82 0 27

7, July '72 23 % 0 0 0 0 37 0 0 63 0 30

24 0 0 0 0 83 0 0 17 0 1 30

Average  % 2 9 6 1 19 0 0 62 1 459

Oshoro
 (SWA)*2 

30, Oct. '71 28 % 0 0 0 0 0 0 100 0 0 11

29 0 17 10 0 0 0 78 0 0 29

30 0 0 0 0 0 0 100 0 0 25

Average % 0 7 5 0 0 0 88 0 0 65

cf. *1: fresh water agar
*2: sea water agar

以上 の検 体別 の分 類結 果 を総 括 す る とTable 6に 示 す ご と くで,飼 育 魚 の腸 内容 物 の細 菌叢 は 淡水 飼 育

魚 ではgenus Aeromonas, family Enterobacteriaceae,海 水飼 育 魚で はgenus Vibrioが 主 体 を な し,

それ ぞれ の飼 育環 境水 の細菌 結 に おい て主 体 をな すgenus Achromobacter, Flavobacrerium/Cyrophaga

よびPseudomonas等 とは 異 る結 果を 示 した 。

考 察

本要 究 の供 試魚 は 人為 的に 限 られ た条 件 下 で飼 育 され た もの で,サ ケ科 魚類 の腸 内 細菌 に つ い ての全 般 的

な様 相 は推 察 し得 な いが,得 られ た結果 を考察 す ると次 の通 りで あ る。
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Table 6. Generic distribution of organisms isolated from waters and intestinal

 contents of salmon

Place Mori Oshoro

Sample 　 Water

 to pond 
Water
 in pond 

Intestinal

 contents 
Sea water

 Intestinal

 contents

Medium FWA*1 SWA*2 FWA SWA FWA SWA FWA SWA FWA SWA

Micrococcus 5 7 4 2 2 1 21 9 7 0

Coryneforms 9 21 5 22 9 47 10 14 26 7

Achromobacter 18 16 19 17 6 3 32 29 23 5

Flavobacterium/Cytophaga 28 9 30 15 1 1 15 17 3 0

Enterobacteriaceae 11 30 12 34 19 47 0 12 16 0

Pseudomonas 19 11 13 6 0 1 22 17 21 0

Vibrio 0 0 0 0 0 0 0 2 0 88

Aeromonas 10 6 17 3 62 0 0 0 1 0

Yeast 1 0 0 0 1 1 0 0 0 3 0

No. of the isolates 231 127 154 65 459 102 28 42 88 65

cf. *1: fresh water agar, *2: sea water agar

魚類 の腸 内容 物に は 通常104～108/gと,か な り多数 の細菌 が存 在 す る こ とが 知 られ て い るが,1,38)本 研究

の 供試 魚 にお い て も,淡 水 飼 育魚 お よび海 水 飼 育魚 の いずれ の場合 も同様 の結 果 が得 られ た。 しか し,淡 水

飼 育 魚 では海 水培 地 よ り淡水 培地 に よ り常 に高 い生 菌数 が検 出 され,ま た海水 飼 育 魚 の場合 は そ の逆 の結果

が得 られ,飼 育環境 水 の相 違 が腸 内容 物 中 の細 菌 の生 態 に 明 らか に影 響 を与 えて い る こ とが 推 察 され た。

腸 内容 物 の細菌 叢 は,森 ふ化 場(淡 水)の 飼 育魚 ではgenus Aeromonas, family Enterobacteriaceae

が 全 体 の81%,忍 路 湾飼 育場(海 水)の 飼 育魚 で はgenus Vibrioが88%と そ の主体 を 占 め,そ れ ぞれ

の飼 育環 境水 の細 菌 叢 中に 主体 を なすgenus Achromobacter, Flavobacterium/Cytophaga Pseudomonas

等 とは 明 らか に異 り,淡 水 魚 と海 産 魚 の腸 内細 菌叢 に 明確 な相 違 の あ る ことが推 察 され た。

以上 の結 果 は, genus Aeromonas, Enterobacter, Pseudomonas, Acinetobacter等 を淡 水 魚 の腸 内細 菌

叢 の主 要構 成 員 と考 え るMATTHEIS,2-5) TRUST,6)鍾 ・郭20,21)の 報 告 を肯定 す る ご とき結果 であ り,ま た

海 産 魚 につ い ては, genus Vibrioを そ の優 勢 種 と考 え るLISTON,23)奥 積 ・堀 江,26)金 子,24)瀬 良 ・木 俣,26)

の報 告 や,生 息環境 の細菌 叢 に 比 較 し て 高率 にgenus Vibrioが 検 出 さ れ る と す るCOLWELL,43) 

SHRIVASTAVA and FLOODGATE,44) NEWMAN et. al.45)等 の報 告 と一 致す る結 果 であ る。

要 約

1. 森ふ 化 場(淡 水)お よび 忍路 湾 飼育 場(海 水)の 飼 育環 境 水 の生 菌 数は 約103/ml程 度 で
,年 間 を通

じて観 察 した 前者 に おけ る結 果 では 季節 的 変動 が 認め られ ず,周 年 ほぼ 一 定 であ つ た。

2. 飼育 魚 の腸 内容 物 中 の生 菌数 は103～107/gの 範 囲でか な りの個 体差 が 認 め られ
,季 節 的 に も特 定 の

傾 向は 認 め られ なか つ た。

3. 飼 育環 境 水 の細 菌叢 と しては,淡 水,湾 内海 水共 にgenus Flavobacterium/Cytophaga
, Achromo

bacter, Pseudomonasが そ の主 体を 占 めた。

4. 飼 育魚 の腸 内容物 の細菌 叢 は飼 育 環境 水 の そ れ に 比 較 し,そ の 構成 は単 純 で,特 に淡 水飼 育 魚 では

genus Aeromonas, family Enterobacteriaceae,海 水飼 育 魚 ではgenus Vibrioが そ の主 体 を なす こ とが

知 られ た。
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